
発行
兵庫県議会議員　岡つよし事務所

〒675-1112
兵庫県加古郡稲美町六分一770-3
TEL:080-4398-6173
MAIL:info@oka-tsuyoshi.com

2023年 春
第22号 県議会だより（加古郡）

岡 つよし岡 つよし

　
日
増
し
に
暖
か
さ
を
増
し
、
吹
き
く

る
風
も
心
地
よ
い
季
節
と
な
り
ま
し

た
。皆
さ
ま
、い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
３
年
間
を
乗
り
越
え
、

感
染
防
止
と
社
会
経
済
活
動
の
両
立
で

少
し
ず
つ
平
常
化
し
て
い
ま
す
が
、
円

安
や
物
価
高
騰
な
ど
で
暮
ら
し
に
負
担

が
増
し
、
海
外
景
気
の
下
振
れ
に
伴
う

県
内
経
済
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
政
府
は
こ
の
ほ
ど
、
過
去
最
大
と
な

る
１
１
４
兆
３
８
１
２
億
円
の
令
和
５

年
度
当
初
予
算
を
計
上
し
、
光
熱
費
高

騰
へ
の
対
応
や
脱
炭
素
化
や
デ
ジ
タ
ル

化
の
推
進
な
ど
直
面
す
る
重
要
課
題
に

道
筋
を
つ
け
る
施
策
を
打
ち
出
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
財
源
を
フ
ル
活
用
し
て

地
域
の
課
題
解
決
や
経
済
活
性
化
に
手

厚
く
充
て
、
緊
急
的
な
対
策
は
補
正
予

算
で
補
い
な
が
ら
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代

の
新
し
い
兵
庫
県
政
を
切
り
開
い
て
い

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
高
齢
化
・
人
口

減
少
が
叫
ば
れ
る
今
、「
福
祉
」
を
充

実
し
た
成
熟
社
会
に
着
目
し
、
誰
一
人

取
り
残
す
こ
と
の
な
い
地
域
共
生
社
会

を
築
い
て
い
く
決
意
で
す
。

大雪の際に通学路の除雪作業。路面
凍結によるスリップにご注意ください

影
響
な
ど
を
考
慮
す
る
と

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
県
財
政
は
令
和
10
年
度

ま
で
に
総
額
２
５
５
億
円

の
収
支
不
足
が
生
じ
る
見

込
み
で
、
７
年
度
に
は
財

政
の
健
全
化
状
況
を
示
す

実
質
公
債
費
比
率
が
警
戒

ラ
イ
ン
の
18
％
を
超
え
、

早
期
是
正
を
促
す
た
め
地

方
債
の
発
行
に
国
の
許
可

が
必
要
と
な
る
枠
組
み
に

移
行
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
県
は
事
業
数
の
上
限
を

令
和
４
年
度
ベ
ー
ス
と

し
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン

　

県
は
令
和
５
年
度
か
ら
、

老
朽
化
す
る
学
校
施
設
や
設

備
の
修
繕
、
部
活
動
の
用
具・

備
品
の
更
新
、
選
択
教
室
の

空
調
整
備
な
ど
教
育
環
境
の

向
上
に
努
め
て
い
く
方
針
。

今
後
６
年
間
で
約
３
０
０
億

円
を
集
中
投
資
す
る
見
込
み

に
充
て
る
一
般
会
計
は

２
兆
３
５
９
７
億
円
で
、

前
年
度
比
で
２
３
６
億
円

下
回
り
ま
し
た
。
県
税
等

の
収
入
は
前
年
度
か
ら
や

や
増
加
し
ま
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策

や
社
会
保
障
関
係
費
の
増

加
、
円
安
や
物
価
高
騰
の

新 年 度
当初予算４兆2782億円に

　
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
〝
躍

動
す
る
兵
庫
〞
を
め
ざ
す

総
額
４
兆
２
７
８
２
億
円

に
上
る
令
和
５
年
度
県
当

初
予
算
案
を
第
３
６
１
回

定
例
県
議
会
で
審
議
し
て

お
り
、
３
月
末
に
可
決
す

る
見
通
し
で
す
。

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
経
費

で
、
２
月
定
例
議
会
の
議
決

を
経
て
決
定
し
ま
す
。

　
稲
美
・
播
磨
町
地
域
で
は

新
年
度
か
ら
、
県
立
東
播
磨

高
校
は
長
寿
命
化
（
外
壁
改

修
な
ど
）
と
ト
イ
レ
改
修
、

播
磨
南
高
校
は
長
寿
命
化

と
特
別
教
室
の
空
調
取
り
付

け
、
農
業
高
校
は
長
寿
命
化

と
ト
イ
レ
改
修
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。

　
ま
た
、
狭
あ
い
化
が
問
題

に
な
っ
て
い
る
県
立
い
な
み

野
特
別
支
援
学
校
と
東
は

り
ま
特
別
支
援
学
校
に
つ
い

て
、
い
な
み
野
は
建
て
替
え

歳入予算
2兆3597億円

県税等
38.3％
9037億円

地方交付税等
15.7％
3693億円

諸収入
30.1％
7108億円

国庫支出金
10.2％
2414億円

県債
4.5％

1057億円

地方特例交付金ほか
1.2％　287億円

【
令
和
5
年
度
兵
庫
県
当
初
予
算
（
一
般
会
計
）
の
概
要
】

教育費
15.2％
3592億円

民生費
15.6％
3671億円

商工費
26.6％
6273億円

総務費
10.3％
2430億円

土木費
5.6％

1335億円

警察費
5.8％

1361億円
農林水産費
3.3％
770億円

衛生費
5.6％

1314億円

その他

歳出予算
2兆3597億円

ド
・
ビ
ル
ド
を

一
層
徹
底
。
市

町
の
事
業
費
補

助
、脱
炭
素
化
、

ス
マ
ー
ト
農
業

の
推
進
や
学
校

給
食
へ
の
県
産

食
材
の
利
用
拡

大
な
ど
、
重
点

的
に
加
速
さ
せ

る
べ
き
施
策
を

絞
り
込
ん
で
い

く
方
針
で
す
。

２
月
定
例

県
議
会

スマート農業、学校給食の県産食材利用拡大など展開

「「福祉福祉」」充実充実のの共生社会共生社会めざすめざす

を
、
東
は
り
ま
は
教
室
棟
を

増
築
す
る
こ
と
を
新
年
度
予

算
案
に
盛
り
込
み
ま
し
た
。

関
係
者
か
ら
の
要
望
も
多

く
、
長
年
の
懸
念
事
項
だ
っ

た
だ
け
に
方
針
が
定
ま
っ
た

こ
と
に
安
堵
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
市
町
が
独
自

に
配
置
す
る
教
員
の
業
務

補
助
を
担
う
ス
ク
ー
ル
・
サ

ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
は
国
と

県
で
３
分
の
１
を
補
助
し
、

全
小
中
学
校
で
週
15
時
間
に

わ
た
っ
て
配
置
し
ま
す
。

東
播
磨
高
、播
磨
南
高
、県
農
に
投
資

い
な
み
野
特
支
建
て
替
え
、東
は
り
ま
特
支
は
増
築

一般会計／2兆3597億円



岡つよし県議会議員　県政報告

岡つよし に
ご意見・ご要望を！
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〒675-1112
兵庫県加古郡稲美町六分一 770-3
☎ 080-4398-6173
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▲ 岡西交差点の路肩整備を
開始。通学、通勤者の安全
確保へ

▲ 地域の要望を受けて稲美町の出新田に
新しい歩行者用信号を整備

フ
ォ
ト
・
活
動
レ
ポ
ー
ト

フ
ォ
ト
・
活
動
レ
ポ
ー
ト

強くて やさしい 加古郡へ強くて やさしい 加古郡へ 岡
つ
よ
し

県
会
議
員

▲ 播磨町ロードレース大会に参加。
いなみ野ため池駅伝も走ります

ポストコロナに向けて
■コロナ対応を振り返り、より一層の国県町、医療・介護等との連携強化

■ＤＸ等のＩＴ技術を活用した行政手続きの効率化、スピードアップ

■観光、飲食、農業などコロナや物価高騰の影響を受けた産業の支援

医療・福祉のさらなる充実
■小さな命を救う取り組み、福祉の相談窓口の充実、多様な人の居場所づくり

■県立加古川医療センター、がんセンター等公的医療機関と地域医療の充実

■健康寿命延伸のための口腔ケア、フレイル予防の実施

■地域共生社会の実現、障害者のグループホーム、ショートステイの充実

■重層的支援体制の構築、生活困窮者の自立支援、生活保護の適正利用

道路をはじめとした社会基盤整備の推進
■ＪＲ土山駅北側の交通アクセスの改善

■播磨臨海地域道路、東播磨道、天満大池・国岡バイパスの早期実現

■上新田交差点・六分一～岡交差点・新島北交差点周辺の路肩整備

■播磨新島の機能強化、水田川・喜瀬川・曇川・草谷川の河川改修

■県道をはじめとする県管理道路・河川・上下水道・住宅、通学路の適切な管理

保育・教育・芸術・文化・スポーツの充実
■命・人権を尊び、ふるさとを愛し、より地域と連携した保育・教育の推進

■発達障害・不登校児童などその特性に合わせた支援、副籍の実施

■県立いなみ野、東はりま特別支援学校、県立東播磨・播磨南・県農の環境整備

■県立いなみ野学園、県立考古博物館の充実、日本の伝統文化・芸術の継承

■生涯スポーツの推進、部活動の円滑な地域移行の実施

地域と産業の活性化、経済の発展と両立した環境保全
■空家・老朽マンション対策、三世代同居・親元近居の推進

■儲かる農業、スマート農業、減農薬など環境創造型農業の推進

■ものづくり・地場産業・新規事業の育成、各種融資制度、商工会への支援

■農業の担い手確保、耕作放棄田対策、農地や周辺環境と調和した土地利活用

■「参画」と「協働」のまちづくりの推進

■草谷川・岡土地改良区をはじめとする土地改良事業、野生鳥獣・外来種対策

■豊かで美しい海、クリーンエネルギー・カーボンニュートラルの実現

この道を。力強く、前へ
■先人の偉業やため池など地域の特色を活かしたまちづくり・交流人口の増加

■南海トラフ巨大地震を見据えた防災・減災の推進

■虐待・自殺・違法薬物・暴力団・特殊詐欺サイバーテロ対策、治安の維持

■定期的な県議会だよりの発行、対話を重視した地域課題の解決

■日本の平和と独立、国民の生命と財産を守る

　
東
播
磨
道
の
八
幡
稲
美
ラ
ン
プ

か
ら
八
幡
三
木
ラ
ン
プ
ま
で
の
区

間
が
、３
月
21
日
に
開
通
し
ま
す
。

同
日
午
前
９
時
か
ら
、
開
通
を
記

念
し
た
区
間
往
復
（
約
５
㌔
）
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
施
す
る
予
定

で
、
部
分
開
通
式
典
も
開
催
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　
同
道
は
加
古
川
中
央
Ｊ
Ｃ
Ｔ
か

ら
国
道
１
７
５
号
ま
で
の
延
長

12
・
１
㌔
。
暫
定
２
車
線
で
平
成

26
年
度
か
ら
整
備
し
て
い
ま
す
。

東播磨道が部分開通 八 幡 稲 美 ラ ン プ
から八幡三木ランプ

▲ かねてから相談を受けていた稲美町の
障害者グループホーム。兵庫県の補助
を受けて建設中です

▲ 狭あい化が問題の県立いなみ野特別支援学校に知
事が視察。私も同行しました。建て替え方針で、東
はりま特別支援学校は増築で対応予定です


